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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月17日(2014.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　巻線端部コンポーネント対（１０２、１０４）の相対変位（１２４）をモニタするため
のシステム（１００）であって、
　巻線端部コンポーネント対（１０２、１０４）に取り付けられる構造体（１１０）と、
　巻線端部コンポーネント対（１０２、１０４）の間で構造体（１１０）の非湾曲面（１
２６）に取り付けられるファイバ・ブラッグ回折格子（１１６）であって、前記ファイバ
・ブラッグ回折格子（１１６）は、入射放射を反射するように構成され、前記反射放射は
、ファイバ・ブラッグ回折格子（１１６）の歪み（１２２）に基づくそれぞれの波長にピ
ーク強度を有し、ファイバ・ブラッグ回折格子（１１６）の前記歪み（１２２）は、巻線
端部コンポーネント対（１０２）の相対変位（１２４）に起因する構造体（１１０）の歪
みから生じる、ファイバ・ブラッグ回折格子（１１６）と、を備え、
　構造体（１１０）は、巻線端部コンポーネント対（１０２）の相対変位（１２４）の全
範囲に渡って、構造体に生じる歪み（１１０）がファイバ・ブラッグ回折格子（１１６）
の歪み（１２２）の大きさを所定の範囲に限定するように構成される、システム（１００
）。
【請求項２】
　巻線端部コンポーネント対（１０２、１０４）は発電機における隣接する接続リング対
である請求項１に記載のシステム（１００）。
【請求項３】
　巻線端部コンポーネント（１０２）の相対変位（１２４）の全範囲に渡るファイバ・ブ
ラッグ回折格子（１１６）の歪み（１２２）の範囲は、巻線端部コンポーネント（１０２
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、１０４）の相対変位（１２４）の全範囲に渡る構造体（１１０）の非湾曲面（１２６）
の歪みの範囲である請求項１に記載のシステム（１００）。
【請求項４】
　前記非湾曲面（１２６）の長さ（１２８）は、ファイバ・ブラッグ回折格子（１１６）
の長さ（１３０）に基づいており、巻線端部コンポーネント（１０２、１０４）の相対変
位（１２４）の全範囲に渡る非湾曲面（１２６）の前記歪みは、非湾曲面（１２６）の長
さ（１２８）に渡って一様である請求項３に記載のシステム（１００）。
【請求項５】
　前記ファイバ・ブラッグ回折格子（１１６）は、接合材を用いて構造体（１１０）の非
湾曲面（１２６）に取り付けられる請求項３に記載のシステム（１００）。
【請求項６】
　前記構造体（１１０）はさらに追加面対（１５２、１５４）を備え、
　それぞれの追加面（１５２、１５４）は、それぞれの巻線端部コンポーネント（１０２
、１０４）の第１の表面（１５６、１５７）に取り付けられ、
　前記構造体（１１０）はさらに中間部分対（１５８、１６０）を備え、それぞれ、それ
ぞれの追加面（１５２、１５４）を非湾曲面（１２６）のそれぞれの外端（１６２、１６
４）に結合するように構成され、前記それぞれの外端（１６２、１６４）は、ファイバ・
ブラッグ回折格子（１１６）のそれぞれの外端（１６６、１６８）と位置合わせされてお
り、
　前記中間部分（１５８、１６０）は、追加面（１５２、１５４）および非湾曲面（１２
６）と非直角の角度で位置合わせされている請求項３に記載のシステム（１００）。
【請求項７】
　前記構造体（１１０）は逆三角形状からなり、前記中間部分（１５８、１６０）は、非
湾曲面（１２６）のそれぞれの外端（１６２、１６４）から、ファイバ・ブラッグ回折格
子（１１６）に対して内側方向に、それぞれの追加面（１５２、１５４）の端部（１７０
、１７２）まで延び、追加面（１５２、１５４）の前記それぞれの端部（１７０、１７２
）は、非湾曲面（１２６）の長さ（１２８）よりも短い距離によって分離されている請求
項６に記載のシステム（１００）。
【請求項８】
　前記それぞれの追加面（１５２、１５４）は、それぞれの巻線端部コンポーネント（１
０２、１０４）の第１の表面（１２６）に、前記追加面対（１５２、１５４）が巻線端部
コンポーネント（１０２、１０４）の第１の表面対（１５６、１５７）に取り付けられる
高さ（１７６）が等しくなるように、それぞれの量の平滑材（１７５）を用いて取り付け
られている請求項６に記載のシステム（１００）。
【請求項９】
　巻線端部コンポーネント（１０２、１０４）の相対変位（１２４）の全範囲に渡るそれ
ぞれの増分変位（１２４）においてピーク強度を有する反射放射のそれぞれの波長のシフ
トを測定するように構成された検出器（１４０）と、
　検出器（１４０）に結合されたコントローラ（１４２）であって、ピーク強度を有する
反射放射のそれぞれの波長のシフトを、巻線端部コンポーネント（１０２、１０４）の相
対変位（１２４）の全範囲に渡るそれぞれの増分変位（１２４）に渡ってファイバ・ブラ
ッグ回折格子（１１６）の歪み（１２２）に変換するように構成された、コントローラ（
１４２）と、をさらに備え、
　較正モードの間に、それぞれの増分変位（１２４）に渡るピーク強度を有する反射放射
のそれぞれの波長シフトとそれぞれのファイバ・ブラッグ回折格子（１１６）の歪み（１
２２）とが、コントローラ（１４２）のメモリ（１４３）に記憶される請求項１に記載の
システム（１００）。
【請求項１０】
　モニタリング・モードの間に、
　前記検出器（１４０）は、反射放射からピーク強度を有するそれぞれの波長のシフトを
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測定するように構成され、
　前記コントローラ（１４２）は、メモリ（１４３）から、ピーク強度を有するそれぞれ
の波長の測定シフトに対応する巻線端部コンポーネント（１０２）の記憶された相対変位
（１２４）を取り出すように構成され、
　前記コントローラ（１４２）は、記憶された相対変位（１２４）を巻線端部コンポーネ
ント（１０２、１０４）の所定の相対変位と比較して、コンポーネント（１０２、１０４
）が安全閾値を超えて変位したか否かを判定するように構成され、
　前記コントローラ（１４２）は、記憶された相対変位（１２４）が巻線端部コンポーネ
ント（１０２、１０４）の所定の相対変位（１２４）を超えたことに基づいて、警報装置
（１５０）に信号を出力するように構成される請求項９に記載のシステム（１００）。
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